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（Charles Baudelaire, 1821-1867）との比較を軸に、イギリスの詩人スウィンバーン（Algernon 





　まずは、本論の出発点としてボードレール「レスボス « Lesbos »」を概観することから始め
よう。この詩の初出はアンソロジー『愛の詩人 Les poètes d’amour（１）』（1850年）であり、『悪












Lesbos, où les baisers, languissants ou joyeux, レスボスよ、接吻は気怠くも楽しく、
Chauds comme les soleils, frais comme les pastèque, 日の光のように熱く、すいかのように冷たくて
Font l’ornement des nuits et des jours glorieux; 輝かしい幾昼夜を飾る





ニー« Le Balcon »」、「功徳« Reversibilité »」、「取り返しのつかないもの« L’irréparable »」、「悲







Lesbos, terre des nuits chaudes et langoureuses, レスボス、熱く寝苦しい夜の土地
Qui font qu’à leurs miroirs, stérile volupté ! 〔フリュネーは〕身を映しあう、実りなき官能よ！
Les filles aux yeux creux, de leurs corps amoureuses, 娘たちは目をくぼめて、焦がれた肢体を、
Caressent les fruits mûrs de leurs nubilité ; 娶らるべき年端の熟れた身に擦り合う





み will gelesen werden wie ein Antiker」、その古代とはローマであった（Die Antike von 











Übrigen ist Baudelaire weit entfernt; die Lesbierin für die Kunst entdeckt zu haben.（７）」とは留
意しつつ、本校で扱っている「レスボス」を女性同性愛への賛歌と評し、以下の連を引用してい
る（８）。
Que nous veulent les lois du juste et de l’injuste ? 正義と不義の法がぼくらに何を望むだろう?
Vierges au coeur sublime, honneur de l’Archipel, 崇高なる心持てる乙女ら、「列島」の誉れよ
Votre religion comme une autre est auguste, 君たちの宗教は、他と同様に厳かで
Et l’amour se rira de l’Enfer et du Ciel ! その愛は、地獄も神をも一笑に付すだろう!
Que nous veulent les lois du juste et de l’injuste? 正義と不義の法がぼくらに何を望むだろう?
（ℓ36-40）
また、同じくレズビアンを扱っている詩「地獄に落ちた女たち « Femmes damnées »」の最終盤
が「落ちるがいい、落ちるがいい、哀れなる犠牲者よ Descendez, descendez, lamentables vic-
times」で始まることから、断罪のテーマをも含まれている（９）。ベンヤミンは、女性同性愛の礼
賛と断罪という相反する二つの態度が混在することについて、「市民的な断罪は女性同性愛に
とって、この情熱の英雄的な本性から切り離すことができないものである Die bürgerliche 























ルメ宛にフランス語の書簡を送りもしている。『詩とバラード第二集 Poems and Ballads Second 
Series』（1878年）には、「テオフィル・ゴーチエの死に捧げる記念の詩」とともに、ボードレー
ルを弔う「然ラバ、オ達者デ « Ave atque vale »」が収録されているが、この詩において、ボー
ドレールは「兄 brother」と呼びかけられている。
SHALL I strew on thee rose or rue or laurel, ぼくは薔薇を、ルーを、月桂樹を撒くでしょうか
Brother, on this that was the veil of thee?（15） 兄さん、あなたを覆うこの上に？
この詩は本文に先立ってボードレールの「心善き侍女をあなたは妬ましく……« La servante au 





Thine ears knew all the wandering watery sighs あなたの耳は、水のように揺蕩う溜息のすべてを知った
Where the sea sobs round Lesbian promontories, レスボスの岬の周りで海が啼くのを
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The barren kiss of piteous wave to wave 哀れな波と波の、実を結ばぬ接吻を知った
That knows not where is that Leucadian grave その波は、どこでレウカスの墓穴が











　「あなたの耳は知っていた Thine ears knew…」の一節は、第一章で見たボードレール「レス
ボス」の
Car Lesbos entre tous m’a choisi sur la terre なぜなら、レスボスがこの地上のすべてからぼくを選んだからだ







̶De Sapho qui mourut le jour de son blasphème, サッフォーは冒涜の日に死んだ、
Quand, insultant le rite et le culte inventé, 祭儀と、自らが開いた信仰を侮り、
Elle fit son beau corps la pâture suprême 美しい肢体を至高の贄としたとき
D’un brutal dont l’orgueil punit l’impiété 驕れる無頼漢がその不敬を裁くのだ



















All the night sleep came not upon my eyelids, 一晩中、眠りは僕の瞼に来ず
Shed not dew, nor shook nor unclosed a feather, 露も落とさず、羽を震わせも開きもせずに
Yet with lips shut close and with eyes of iron 未だ、唇を閉じ、鉄のような目をして
　Stood and beheld me. 　屹ち、僕を見つめていた。
Then to me so lying awake a vision その時、眠らずに横たわる僕の方へ、一つの幻想が
Came without sleep over the seas and touched me, 眠りを携えず、幾海もの海原を越えて、僕に触れた
Softly touched mine eyelids and lips; and I too, 優しく僕の瞼と唇に触れたのだ、そして僕もまた
　Full of the vision, 　幻想に満たされ
Saw the white implacable Aphrodite, 白皙の無情なるアフロディテを見た
Saw the hair unbound and the feet unsandalled 振り乱した髪と、剥き出しの足が
Shine as fire of sunset on western waters; 西の海に、夕暮れの炎と輝くのを見た
　Saw the reluctant 　乱暴な
Feet, the straining plumes of the doves that drew her, 両足を見た、女神を導く小鳩の羽は張り詰めて
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Looking always, looking with necks reverted, 常に、後ろに振り返り





には、七行目の主語 I の述語 Saw が連を跨いで繰り返されるように、ややアクロバティックな
印象を与えるが、それはこの詩に限ったものではなく、スウィンバーンの長い詩に概ね共通する
傾向である。女神がレスボス島に現れる十三行目の「女神を導く小鳩 the doves that drew her」
という表現は、サッフォーの詩「アフロディテへのオード」における女神の顕現の場面「そして
美しく素早いすずめがあなた〔= アフロディテ〕を導き κάλοι δέ σ᾽ ἆγον/ ὤκεες στροῦθοι」（ℓ
9-10）と踏まえたものであろう。また、六行目にあるように、この幻想が「幾海もの海原を越え





Stood the crowned nine Muses about Apollo; アポロンに仕える九柱の詩女神が冠を戴いていた
　Fear was upon them, 　畏れが皆を覆う中
While the tenth sang wonderful things they knew not 十番目が、誰も知らない素晴らしい事物を歌った。
Ah the tenth, the Lesbian! The nine were silent, ああ十番目の詩女神よ、レスボスの女よ！　九柱は黙し








　Laurel by laurel 　月桂樹が重ねられると
Faded all their crowns; but about her forehead, 冠は色褪せる、しかしサッフォーの額の周り
Round her woven tresses and ashen temples 編まれた巻き毛と灰色のこめかみの周りは
White as dead snow, paler than grass in summer, 死せる雪のように白く、夏の草よりも蒼く
　Ravaged with kisses, 　接吻に冒されて
Shone a light of fire as a crown for ever. 王冠のように永遠に燃え輝いている。
 （ℓ32-37）
「白い white」は美の神であるアフロディテをすでに修飾する語としてもすでに使われており
（ℓ９）、「灰色 ashen」や（25）、「死せる雪 dead snow」といった不吉な表現と並置されてはいるも
のの、サッフォーの美しさを表す語として読んでいいだろう。また、「草よりも蒼い paler than 
grass」もサッフォーの詩の引用であり、ロンギーノス『崇高について』で全文引用されたこと
で後世に残った「愛する女へのオード」の一節「〔あなたを見るや〕私は草よりも青ざめる




Yea, almost the implacable Aphrodite 然して、ほとんど無情なアフロディテは
Paused, and almost wept; such a song was that song. 躊躇い、ほとんど泣いていた。あの歌はそんな歌だ。
　Yea, by her name too 　然して、彼女の名によって
Called her, saying, ‘Turn to me, O my Sappho;’ 詩人を呼ぶ、「戻ってきて、私のサッフォーよ」
Yet she turned her face from the Loves, she saw not いまや詩人はエロースから顔を女神に向けたが
Tears for laughter darken immortal eyelids, 笑っていたから、涙で女神の瞼が昏くなるのを見なかった
（ℓ38-43）
第三連にあった「白く無情なアフロディテ the white implacable Aphrodite」がここでは「ほと
んど無情 almost the implacable」と無情さの度合いが若干弱まっているが、これはサッフォーそ
の人が、女神が無情でなくなる唯一の相手であるからに他ならない。サッフォーが「見なかった
saw not」のは上記の「瞼 eyelids」のみならず、続いて女神を囲う「小鳩の羽音（wings of 
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doves）」（ℓ45）、「歔欷に震える胸 the bosom…Shook with weeping」（ℓ46-7）、「揺れる服
shaken raiment」（ℓ47）、「苦痛に捩られた両手 hands wrung」（ℓ48）にまで及んでおり、女神
の感情はおろか、存在そのものが徹頭徹尾無視されている。この場面において、サッフォーとア
フロディテは険悪な関係となっているが、「レスボス」においても同様のテーマが見出せる。
Et Vénus à bon droit peut jalouser Sapho ! ヴィーナスは当然サッフォーを妬むだろう！
（ℓ14）
De la mâle Sapho, l’amante et le poëte 雄々しきサッフォー、恋に焦がれ詩を歌う女は
Plus belle que Vénus par ses mornes pâleurs ! くすんだ蒼さでヴィーナスよりも美しい！
（ℓ56-7）
対してサッフォーが見つめるのは、睦み合うレスボス島の乙女たちである。
Saw the Lesbians kissing across their smitten ただ、レスボスの女たちの接吻が
Lutes with lips more sweet than the sound of lute-strings, 竪琴の音よりも甘い唇で壊れた竪琴に隠れるのを見た
Mouth to mouth and hand upon hand, her chosen, 口と口を、手に手を取って、彼女が選んだのは







All reluctant, all with fresh repulsion, すべての不服、新たな反感を持つすべてが
　Fled from before her. 　詩人のもとを去った
All withdrew long since, and the land was barren, すべてが遠ざかった悠久の時、土地は実らず






Et c’est depuis ce temps que Lesbos se lamente, それ以来、レスボスは悼む
Et, malgré les honneurs que lui rend l’univers, 世界がいかにこの島を称賛しようと
S’enivre chaque nuit du cri de la tourmente 苦しみの叫びに酔うのだ
Que poussent vers les cieux ses rivages déserts. それは誰もいない岸辺が天に向けて発するもの。
（ℓ71-4）
を踏まえたものであろう。しかしながら、スウィンバーンの方では、官能の至高存在である「実



























スボスのフサップファ Psappha de Lesbos」や、「レスボスの乙女 Vierges de Lesbos」といった
付加形容詞的な用法で使われているにすぎず、使用法の変化の境界は、1903年末に出版された五
冊目の詩集『衆瞽のヴィーナス La Vénus des Aveugles』の前に置かれると、ヴィルジニー・サ
ンデルは指摘している（31）。しかしながら、ヴィヴィアンが初めてレスボス島を訪れたのは1905
年八月のことであるため、その翌年に出版される『手と手が合わさるときに À l’Heure des 
Mains jointes』の直前にも、実際にこの土地に来た経験の有無という観点から境界を置くことは
可能である。では、その影響が最も濃く表れている詩を一篇引用しよう。
DU fond de mon passé, je retourne vers toi, 過去の底方から、私はお前へと向かう
Mytilène, à travers les siècles disparates, ミュティレネよ、不調和な時代を超えて
T’apportant ma ferveur, ma jeunesse et ma foi, 私の情熱、青春、信仰を、そして愛を
Et mon amour, ainsi qu’un présent d’aromates… 香料の贈り物のように捧げつつ……。
Mytilène, à travers les siècles disparates, ミュティレネよ、不調和な時代を超えて
Du fond de mon passé, je retourne vers toi. 過去の底方から、私はお前へと向かう。
Je retrouve tes flots, tes oliviers, tes vignes, 私は見つける、お前の波、オリーヴの樹々、葡萄
Et ton azur où je me fonds et me dissous, そして私が溶け、消えゆく青空を
Tes barques, et tes monts avec leurs nobles lignes, 船を、雅な稜線の山々を
Tes cigales aux cris exaspérés et fous… 苛立ちに狂う蝉の叫びを……。
Sous ton azur, où je me fonds et me dissous, 青空の下、私は溶け、消え去り
Je retrouve tes flots, tes oliviers, tes vignes. 波を、オリーヴの樹々を、葡萄を見つける。




Île mélodieuse et propice aux caresses… 幸いなる愛撫を湛える、妙なる島よ
Parmi l’asiatique odeur du lourd jasmin, 重々しいジャスミンの、アジアの香りの中に
Tu n’as point oublié Psappha ni ses maîtresses… お前はプサップファもその恋人も忘れなかった
Île mélodieuse et propice aux caresses, 幸いなる愛撫を湛える、妙なる島よ
Reçois dans tes vergers un couple féminin… 女同士の番をお前の庭に受け入れ給え
Lesbos aux flancs dorés, rends-nous notre âme antique… 黄金の腹のレスボスよ、古の魂を我らに返せ……
Ressuscite pour nous les lyres et les voix, 我らのために、竪琴を、声を
Et les rires anciens, et l’ancienne musique 嘗ての笑い声と、由緒ある音楽を蘇らせたまえ
Qui rendit si poignants les baisers d’autrefois… それは昔の口づけを鮮烈にしたのだから……
Toi qui gardes l’écho des lyres et des voix, 竪琴と声の反響を湛えるお前よ、
Lesbos aux flancs dorés ! rends-nous notre âme antique… 黄金の腹のレスボスよ！古の魂を我らに返せ……
Évoque les péplos ondoyant dans le soir, 思い出すがいい、夕べに揺蕩うペプロスを
Les lueurs blondes et rousses des chevelures, ブロンドや赤毛のつややかさを
La coupe d’or et les colliers et le miroir, 黄金の杯を、首飾りを、鏡を
Et la fleur d’hyacinthe et les faibles murmures… そしてヒュアキントスの花と微かな囁きを
Évoque la clarté des belles chevelures 思い出すがいい、美しい髪と
Et des légers péplos qui passaient, dans le soir… 夕べへと去った軽やかなペプロスの輝きを。
Quand, disposant leurs corps sur tes lits d’algues sèches, 乾いた藻でできたお前の寝台に身を投げて
Les amantes jetaient des mots las et brisés, 女たちが倦み打ちひしがれた言葉を吐くとき
Tu mêlais tes odeurs de roses et de pêches お前はばらと桃の匂いを
Aux longs chuchotements qui suivent les baisers… 接吻のあとの長い囁きに混ぜていた……。
À notre tour, jetant des mots las et brisés, 我らは、倦み打ちひしがれた言葉を吐きつつ
Nous disposons nos corps sur tes lits d’algues sèches… 乾いた藻でできたお前の寝台に身を投げる……。
Mytilène, parure et splendeur de la mer, ミュティレネよ、海の装いにして壮麗よ
Comme elle versatile et comme elle éternelle, 海のように移り変わる、限りなきものよ
Sois l’autel aujourd’hui des ivresses d’hier… 今日、お前は昨日の陶酔の祭壇となるのだ。
Puisque Psappha couchait avec une Immortelle, プサップファが「不滅の女」と眠ったゆえ
Accueille-nous avec bonté, pour l’amour d’elle, その愛に報いるため、懇ろに我らを受け入れよ
Mytilène, parure et splendeur de la mer !（32） ミュティレネよ、海の装いにして壮麗よ！
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これは『手と手が合わさるときに』に収録された「ミュティレネに降り立ちつつ « En débar-






















国領であり、『十九世紀ラルース』においても「トルコの島 île de la Turque d’Asie」と明記さ
れている（34）。
　この詩は、船旅を終えて島に上陸し、そこで生活を営むという展開上、読み進めるにつれて描
写が具体的になっているという特徴がある。「幸いなる愛撫を湛える、妙なる島 Île mélodieuse 
et propice aux caresses」（ℓ14）、すなわち詩的言語＝音楽と、官能的感覚が不可分に結びつくこ
の島にあっては、「由緒ある音楽 l’ancienne musique」（ℓ21）が、「嘗ての口づけを鮮烈な ren-
dit si poignants les baisers d’autrefois」（ℓ22）ものとするし、「女たちが倦み打ちひしがれた言
葉 Les amantes jetaient des mots las et brisés」（ℓ32）を吐く傍には、「接吻のあとの長い囁き
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longs chuchotements qui suivent les baisers」（ℓ34）がある。そして、この頃になると、船の上
からは感じられなかった「ばらと桃の匂い tes odeurs de roses et de pêches」（ℓ33）が閨房に広
がるのである。
　ルネ・ヴィヴィアンにとって、この島は「プサップファが『不滅の女』と眠る Psappha cou-















































Psappha ni ses maîtresses」が複数形で書かれていることにも表れている。したがって、「女同士




の間で揺れ動くヴィヴィアンの精神状態は、「海のように移り変わる、限りない Comme elle ver-
















（１）　Les poètes d’amour, recuieil de vers français des XVe, XVIe, XVIIe, XVIIIe et XIXe siècles, précédé d’une 
Introduction par M. Julien Lemer, chez Garnier frèces, 1850.
（２）　Laissez-moi dire en passant que, dans le nombre, il y en a d’admirables, entre autres, Lesbos et Les 
Femme damnées qu’au point de vue poétique il est impossible de ne pas louer sans réserve (G. Lèbre, « Le 
procès des Fleurs du Mal » dans Revue des Grands procès contemporains, Tome III, A Chevalier-Maresco, 
Editeur, 1885, p. 381.)
（３）　Baudelaire, « Lesbos » dans Les Fleurs du Mal dans OEuvres complètes, Tome 1 ; Texte établi, présenté 
et annoté par Claude Pichois, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », p. 150.( 以下、OC)
（４）　Pour ceux qui ne sont encore ni appauvris ni blasés, il y a toujours des impréssions malsaines à recueillir 
dans de semblables tableaux. (Grands procès, op. cit., p. 371.)
（５）　Walter Benjamin, Charles Baudelaire. Ein Lyriker im Zeitalter des Hochkapitalismus in Gesammelte 
Schriften, Band I・2, Herausgegeben von Rolf Tiedemann und Hermann Schweppenhäuser, Suhrkamp 
Verlag, 1978, p. 593.
（６）　Die Lesbierin ist die Heroine der modernité. In ihr ist ein erotisches Leitbild von Baudelaire ‒ die Frau, 
die von Härte und Mannheit sagt ‒ von einem geschichtlichen Leitbild durchdrungen worden ‒ dem der 






（11）　Myriam Robic, « Femmes damnées » Saphisme et poésie (1846-1889), Classique Garnier, 2012, p. 227.
（12）　Poetae graeci: sive, selecta, in usum Regiae Scolae Etonensis, Etonae, 1789.
（13）　Edmund Gosse, The life of Algernon Charles Swinburne, Macmillan and Co., limited St. Martin’s street, 
London, 1917, p. 24.
（14）　Judging even from the mutilated fallen within our reach from the broken alter of her sacrifice of song, I 
for one have always agreed with all Grecian tradition in thinking Sappho to be beyond all question and com-
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parison the very greatest poet that ever lived. Æschylus is the greatest poet who was also a prophet; 
Shakespeare is the greatest dramatist who ever was also a poet; but Sappho is simply nothing less ‒ as she 
is certainly nothing more ‒ than the greatest poet who ever was at all. Such at least is the simple and sin-
cere profession of my lifelong faith. (Saturday review, 14/2/1914 cited in Poems and Ballads & Atalanta in 
Colydon, Edited by Kenneth Haynes, Penguin Classics, 2001, p. 332.)
（15）　Swinburne, « Ave atque vale » dans Poems and ballads second series dans The poems of Algernon Charles 
Swinburne in six volumes, Volume 3, Chatto and Windus, London, 1911, p. 50.
（16）　Thucydides, The hystory writtone by Thucidides the Athenyan of the warre, whiche was betwene the 
Peloponesians and the Athenyans, Vol. 1, translated by Thomas Nicolls, 1st edition, 1550. ただし、ここでは
Lesbyan と綴りがやや異なる。
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